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本研究では調査河川と調査概要についての説明と分析方法の説明を第 2 章と第 3 章に示
している。調査結果と得られた結果を基に、詳細な解析を行った結果を第 4章から 11章ま
でに示している。以下に各章の概要を説明する。 















見られる。代表的な農薬では、除草剤のブロモブチドでは 5 月上旬から 7 月中旬に、殺菌




















除草剤が 6 月中旬から 7 月上旬、殺菌剤が 7 月下旬から 9 月上旬に、施用された農薬が流
出していることを示している。同じ淀川流域でも、流出する農薬の時期は異なり、流域毎
で流出時期を的確に把握し、流出源対策を施す必要があることを示している。 


































第 11 章では、農薬の水道水質基準の DI 値を中心に、調査河川ごとの基準に適合するか
否かの評価を行っている。結果から、農薬の全成分に対し検出回数が多い 3 種類との比較





































る。約 5 ヶ月の灌漑期の 3 日 1 度の定期調査結果による調査期間の総流出負荷量を 100％
として，6 日間隔，9 日間隔，15 日間隔，30 日間隔での調査期間総流出負荷量を台形計算
式で計算した結果，3日間隔に対して，6日や 9日間隔での値は±数十％の差違に留まるが，


















河川での 3 日に 1 度の高頻度調査に基づいた農薬流出の定量評価が行われている貴重な研
究成果である。 
これら一連の研究は，水利用では重要な淀川や桂川･宇治川･木津川での高頻度の調査に
基づいた研究知見であり，新たな知見をもたらしている。よって本論文は，博士（工学）
の学位論文として十分に価値があるものと認められる。 
